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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、社会的に重要な障害という問題に対して、従来の伝統的な福祉アプロ

ーチではなく、経済学を中心とした総合社会科学的アプローチをとっている点に特

色がある。 

これまでに、理論的側面では多くの研究成果が挙がっている。実証分析について

は既に行ったアンケート調査の分析による研究成果が今後期待できる。まだ粗削り

ながら、新領域研究分野の発展と若手研究者育成のための工夫・意欲が強く感じら

れる点は高く評価できる。 

実証分析と理論分析の関連を明確にし、研究成果を法制度的な問題点の析出や政

策提言に結びつけることが、今後の課題である。 

 


